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研究成果の概要（和文）：本国際共同研究では、教師の不安受容と挑戦意欲を支える個人要因と組織要因を明ら
かにすべく、国内外PLC（専門職の学び合うコミュニティ） としての学校組織アクション・リサーチを推進し
た。結果、（１）PLC理論研究の前進、（２）学校におけるPLC文化の成熟過程の解明、（３）日米のPLC学校で
実装するシステム、文化、実践の特質とその卓越性、（４）学校におけるPLC文化成熟を促す授業研究（Lesson 
Study）の理論的前進、（５）PLC研究の方法論としての学校組織のアクション・リサーチの体系化、５点の知見
が主に得られた。

研究成果の概要（英文）：This Joint International Research implements an action research on school 
organization as Professional Learning Communities in and out of Japan for the sake of revealing 
integrated mechanism of individual and organizational factors which support teachers to accept their
 anxiety and encourage them to take on challenging brand-new teaching. The following results were 
found.
 First, advancing the theory of Professional Learning Communities. Second, elucidating the process 
of maturing the culture of Professional Learning Communities. Third, the prominence of school 
organization as Professional Learning Communities that implements their system, culture and 
practice. Fourth, advancing the theory of Lesson Study that cultivates the culture of Professional 
Learning Communities at school. Fifth, organizing the methodology of action research on school 
organization as Professional Learning Communities.

研究分野：教育心理学

キーワード： 専門職の学び合うコミュニティ　学習する組織　ケアリング　教師の情動　情動的実践　アクション・
リサーチ　授業研究

  ２版

  12渡航期間： ヶ月

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
世界各地の国・地域の学校教育において、AIとロボティクスの進歩がもたらすSociety5.0に備える能力を子ども
たちに育む「21世紀型教育」が推進されている中、本研究ではその「21世紀型教育」の推進を担う教師の挑戦と
それを支える学校組織のあり方を示したものである。教師が学校内で協働するためのシステム、文化、実践をい
かに実現するのかを、本研究では具体的な取組をベースに示し、その理論モデルを提示した。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
 本研究の基課題である「教師の不安受容と挑戦意欲を支える個人要因と組織要因の統合メカ
ニズムの解明」では、 （１）授業の不確実性から生じる不安や喜びといった多種多様な情動が
教師の授業改善と即興的思考の展開を支える，（２）教師の不安カテゴリー〔教えに関する見
識〕と〔生徒に関する見識〕，不安対処カテゴリー〔専門職の学び合うコミュニティ〕と〔コミ
ュニティ・スクール〕はそれぞれ独立変数として教師の不安生起の原因と同時に挑戦意欲喚起
の誘因になる，（３）教師の不安受容と挑戦意欲を支える学校は生徒の学びを協働で見取る「授
業研究」により「専門職の学び合うコミュニティ（Professional Learning Community, 以下
PLC と表記）」を培い，地域との協働連携により「コミュニティ・スクール」を構築発展する，
の 3 知見が導出された。しかし、これらの研究知見より、国際共同研究が必要となる以下の 2
課題が新たに示されることになった。 

第 1 の課題は，教師の不安受容と挑戦意欲を高める学校組織として示された PLC としての
学校文化の卓越性と持続可能性を米国PLC 学校との比較研究により明らかにすることである。
なぜなら，PLC 概念は米国の学校文化に根拠づけられており，基課題で示す PLC との概念整
理が必要であり，特に基課題事例校の PLC は米国で一般的に言われる PLC より卓越な組織で
あると予想されるためである。ただし，米国では近年「力強い PLC」が提唱され，そこでは
PLC 持続発展に資する原理も示唆されていることから，基課題事例校の持続可能性を担保する
課題も明らかにする必要があった。 
 第 2 の課題は，PLC における教師間の情動的実践の共有に包摂する教師個人レベルの専門性
開発及び学校組織レベルの PLC 発展に資する効果を米国 PLC 学校との比較研究により検証す
ることである。なぜなら，基課題のデータ分析から，PLC における教師間の情動的実践の共有
が教師個人の専門性開発と学校組織の同僚性構築や PLC としての取組を高度化すると示唆さ
れるためである。すなわち、情動的実践の共有は教師の不安受容と挑戦意欲を支える学校組織
の鍵概念と推察されたのである。 
 
２．研究の目的 
 本研究では以上の課題を踏まえ，学校の組織研究と教師の情動研究の第一人者であるアンデ
ィ・ハーグリーブス教授と国際共同研究を実施し、基課題事例校と米国マサチューセッツ州の
PLC 学校との比較研究を実施することで，（１）教師の不安受容と挑戦意欲を高める PLC 学校
としての卓越性と持続可能性、（２）PLC における教師間の情動的実践の共有が教師個人及び
学校組織の開発・発展に及ぼす影響、の 2 点を明らかにする研究課題「PLC 学校の卓越性と持
続可能性を支える教師の情動的実践の解明」を設定し，基課題で導出する「教師の不安受容と
挑戦意欲を支える個人要因と組織要因の統合メカニズム」の理論モデル及び導出知見を発展，
精緻化することを目的に定めた。 
 
３．研究の方法 
 平成29年度より，申請者はボストン・カレッジ（米国マサチューセッツ州）にVisiting Scholar
として在籍し，同カレッジのハーグリーブス教授と以下 2 つの共同研究を実施した。在米期間
は同国の学校期に準じ平成 29 年 8 月末〜平成 30 年 8 月である。 
研究 1 共同データ比較に基づく PLC 理論研究（平成 29年 8月末〜平成 30年 1月末） 
 申請者の基課題収集データ（教師の語り・学校組織データ）とハーグリーブス教授の米国 PLC
学校データ（教師の語り・学校組織データ）を共同で比較検討した上で，PLC の実態と構築過
程の理論研究を先行研究の検討と併せて行った。 
研究 2 実地調査（平成 30年 2月初〜8月初） 
 米国マサチューセッツ州の学校において，教育理念を示すスクールプランや年間計画・学校
の運営体制及び研究体制・校内教員研修（専門性開発）の取組等の一次資料の収集，実際の授
業観察調査，管理職を対象とした面接調査を実施した。特に面接では，(1)教師の情動的実践に
対する認識，(2)情動的実践を共有する組織的取組，(3)情動的実践の共有と学校組織の発展との
関連性，の 3 項目を基軸とした聴き取りを行なった。面接データはグラウンデッド・セオリー・
アプローチによりカテゴリー分析を行い、PLC としての学校組織のシステム、文化、実践を表
象する現象モデル生成を目指した。 
 
４．研究成果 
 本国際共同研究の成果として、（１）PLC 理論研究の前進、（２）学校における PLC 文化の
成熟過程の解明、（３）日米の PLC 学校で実装するシステム、文化、実践の特質とその卓越性、
（４）学校における PLC 文化成熟を促す授業研究（Lesson Study）の理論的前進、（５）PLC
研究の方法論としての学校組織のアクション・リサーチの体系化、５点の知見が得られた。以
下、各成果と知見の概要を示す。 
 
（１） PLC 理論研究の前進 



 国際共同研究の
一環として、研究
協力者と共に PLC
の収集データを参
照しながら、先行
研究の検討を踏ま
えた理論研究を行
なった。その結果、
図１に示したよう
に、PLC は学校改
革の指針を示す上で「子どもの学びと育ち」「教師の協働とケア」「実践の実態と成果検証」の
３実践を支柱にして概念化が進められてきたことが明らかとなった。第１世代の研究は、教師
一人ひとりの授業改善を促す PLC の実践哲学として、学校における PLC 構築の必要を訴え、
第２世代の研究は、学校組織づくりの実際の取組から、子どもの学びに焦点化して実践の成果
を数量データに基づき検証すること、そこで教師協働を戦略的に推進する PLC の実践原理を
抽出した。この理論的前進を受け、世界各地で PLC を理論背景とした学校改革が展開し、第
３世代の研究は蓄積された数多くの実践から、学校の実態や子どものニーズに即した教育実践、
教師協働、同僚性のヴァリエーションを見出し、PLC の実践哲学や原理は決して普遍なもので
はなく、学校の文脈に即して生成し成熟していく実践文化として PLC を再概念化するに至っ
ている。 
 
（２） 学校における PLC 文化の成熟過程の解明 

上記の PLC 理論研究の成果に基づき、申請者が協働研究を進めてきた日本の高校における
学校改革の１０年にわたる歩みを分析検討した。その結果、まず、同校の組織文化は、生徒の
学びと成長を学校のビジョンの中核にすえ、教師の同僚性を育みながら具体的な生徒の学ぶ姿
を根拠にしながら実践の検証を進める PLC としての成熟を目指して変化を遂げてきたことが
明示された。この PLC 文化を生み出すために学校が採った方法の卓越性は、協働学習への挑
戦と授業研究の推進というシステムレベルの革新とともに、生徒間・教師―生徒間・教師間と
いう学校のあらゆる人間関係内での対話を重視し推進したこと、そして、同僚間の対話におけ
る話し言葉による実践の表出を、実践記録に象徴される書き言葉による実践の表出へと巧みに
結びつけ、実践を書く文化の創発を実現したことに見出された。 
 そうして、同僚間での実践の交流が恒常化し、教師たちが書き綴る実践の様々な記録が学校
の財として蓄積していくにつれて、新転任教師たちの成長と学校間移行を支援可能な同僚間の
ジェネラティヴィティが高まっていった。これにより、学校改革をさらに推進し、持続してい
く新しいリーダーが育つ土壌も、学校の組織文化として耕されていった。 
 また、学校組織として改革をさらに推進し維持していくための知として、教育方法の多様化、
探究学習への挑戦、授業研究の時間的視座の拡張、分散型リーダーシップの促進、世代継承サ
イクル（ジェネラティヴィティ）の生徒への拡張、の５点が見出された。授業における教師―
生徒間の、授業研究における同僚間の、協働的で省察的で情動的な実践を基盤としながらシス
テムレベルの革新を図り、専門職の学び合う文化を成熟させていくことが、組織文化の変様を
伴う持続的な学校改革に結びついていくことが明らかとなった。 
 
（３） 日米の PLC 学校で実装するシステム、文化、実践の特質とその卓越性 
 日本の PLC 学校に関する研究（木村, 2015）で得られた知見をベースに、米国マサチューセ
ッツ州近郊の学校の管理職・チーダー教師面接調査と実地調査で得られたデータを比較分析し
た。その結果、日米の PLC 学校における教師の研修システムには、表１に示したように日米
それぞれの学校文化や教師の職務制度により相違点が見出されたものの共通点も抽出され、ど
ちらも学習する組織としての学校における教師の協働学習システムの確立に努めていた。 
 
 
 
 
 
 
 また、学校管理職・リーダー教師による学校組織と校内研修における教師たちの協働・同僚
性の様態に関する語りの分析を統合し、図２示した現象モデルが生成された。 

PLC 学校では共通して，教師たちは協働的で探究的な学習を授業デザインに組み込むことに
挑戦し，生徒の学びに焦点を当てた校内研修を運営しそれを日常化し，教師たちがチームで学
び合っていた。そして、これら教師の協働学習システムに基づき，教師たちの協働文化の醸成
が図られていた。この協働文化は、教師たちの学び合い助け合いを奨励する「ケアリングの文
化」、協働で新たな実践にアプローチする試行錯誤の「挑戦の文化」、授業と学校を変え、子ど
もたちの学びと生活の質を変え、教師たち自身も変わっていく「変化の文化」で構成されてい
た。 

 
図１ PLC 概念の理論的前進 

Note. 代表的研究を世代下部に示した。 
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表１ 日米 PLC 学校の教師の研修システム 
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 以上の教師の協働学習システムと協働文化の中で，教師たちは互いの教育実践を語り合い，
共有していく。そこでは授業デザインや教材・教具の交流・交換レベルの実践の共有から、生
徒の学びと生活をエビデンスとして分析するデータ共有を経由し、生徒の学びと生活のストー
リとそこでの教師のかかわりと実践のエピソードの省察，そして実践の中で生じた多様な情動
の開示という相互作用の特徴が見出された。 

PLC として運営される学校では，教師たちは学びとケアを基軸としたシステム・文化を構
築・成熟し，そこで情動的な次元での豊かな実践の共有を推進している卓越性が示された。 
 
（４） 学校における PLC 文化成熟を促す授業研究（Lesson Study）の理論的前進 
 PLC 学校の日米比較調査を通して、日本の学校文化・教師文化である授業研究が実装する
PLC 文化成熟機能の卓越性が明確に浮き彫りとなった。 

授業研究は学校における教師の同僚性文化を築き、すべての教師が学校の共有ビジョンに向
かって実践し、挑戦し続けることを可能にする。PLC 学校では、集団としての責任の共有、カ
リキュラム開発、チーム学習、ケアリング・コミュニティ、地域連携、学校間連携等が重視さ
れる。そのために授業研究が大きな力を発揮する。授業研究の中で、教師間の対話と議論との
バランスを保ちながら、学校の課題解決に資する授業実践の短期間での効果と長期間での改善、
生徒も教師もトレーニングの必要な要素と、学び合って創造性を発揮する要素とを同時に考え、
学校のビジョンの構築と共有、教師間で複数の仕事を補える認識の共有を図っていく。したが
って、授業研究は教師個人の知識・技能の向上や、授業の品質改善だけを企図して行う実践で
はなく、それらを含みながら PLC としての教師たちの協働の学びと学校の組織改革を企図す
る必要のあるマルチプルな実践であることが示された。 

このような授業研究を学校で実現するには、生徒の学びの見取りと教師たちのダイアローグ
（対話）を中核にすえ、実践の省察と再構成を推進する授業研究のサイクルを描くことが必須
になることが示された。そしてさらに、そこに時間軸を組み込むことで授業と授業研究の進化
の構造を明確化し、生徒の長い探究のプロセスを教師たちが探究し続けていくマルチスパイラ
ル・探究型の構造をデザインすることが展望として示された。 
 
（５） PLC 研究の方法論としての学校組織のアクション・リサーチの体系化 
 PLC 研究には、特定の学校に長期にわたって関与し、学校における PLC のシステム・文化・
実践の変容過程を追跡していく必要がある。このことから、学校組織のアクション・リサーチ
として PLC 研究の方法論を本研究では体系化するに至った。本研究で示された PLC 研究のア
クション・リサーチの原則として、以下の点が抽出された。 
 

n 協働関係をベースにして学校の内側から研究課題を設定する 
n 実践と分析の重層サイクルの螺旋構造で研究計画をデザインする 
n 学校の実践を第一として研究の基本計画とデータ収集方法を吟味する 
n 学校改革の実践の効果と改善点を公的に検証する 
n 実践の力動的変化を追跡、分析し、研究計画の更新を図る 
n 続くサイクルに向けて研究計画と分析方法を更新する 
n 実践のさらなる変化と進化を生み出す 

 
図２ PLC 学校のシステム・文化・実践の現象モデル 

Note. カテゴリーを表すデータをモデル図の周囲に明示した 
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“It is very helpful and relieved to see each other's classes.”
Seiji, A JHS

“Under the idea of ​​competence formation, various learning 
opportunities are structured at our school. There is no doubt 
that it’s an environment we can challenge.” Tom, S JHS

“It is necessary to change the school because various 
people are coming to see my class giving pressure to 
colleagues.” Yutaka, N HS

“Our principal has the leadership of support type. He guides 
us while supporting us.” Koji, A JHS

“Especially, we get brave from teachers who are the first 
year of our school. I’d say they have most troubles of 
practice. But they talk to us about them. That is very fresh 
for us and we get a new wind from their.” Ken, F JHS  �

�
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“I do think we have a very caring culture, and I think 
teachers are caring by nature.” Michael, W MS

“We’ve discovered that we have to figure a way to help
them (teachers) to gain confidence and to be more secure 
because they are only exposed to their small world and 
also because my teachers don’t know have perspective.” 
Gear, SPS

“I think when we were building up to where we are now, it 
was challenging.” Kate, U ES

“Teachers definitely enjoy one another, there are lots.  My office 
is just right on the other side of this wall, and I will frequently 
hear them.  When I am not participating in the meeting, I will 
hear them laughing. There is a lot of joy.” Kate, U ES

“I am enjoying myself and I disclose this emotion to 
teachers.” Kenji, A JHS

“Speaking from my building where because it is so 
emotional, you have to make yourself vulnerable to be able 
to share your work because you run the risk of being 
critiqued that a lot of the relationships that do form tend to 
be.” Jack, L HS

“Everyone talk about all their sufferings of practice. It may 
be me who talk about suffering most to colleagues. There 
is also a doubt "How are other teachers doing their 
teaching?" Sufferings are not obsessed, they are all put out 
to colleagues.” Masa, A JHS

“I try to create an atmosphere that allows us to talk about 
what we went wrong and what we felt anxiety. It is 
important that we can talk about classes comfortably.”  Ken, 
F JHS



 以上の原則に基づくことで、長期にわたる PLC のシステム・文化・実践の成熟過程が追跡
可能となり、そこで作用している数々の取り組みや実践の相互作用が明らかとなる。 
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